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我が国では、戦後 まもな く、米 国に学んでガイダ ンス(進 路指導)と 学校 カ ウンセ リングを導入
してい るよ うに、学校内におけるカ ウンセ リングの機能面は60年以上 もの歴史があ る。このよ うに、
世界的にみても長い歴史 の部類 に入 るカ ウンセ リングの中で、文部省 が平成7年9月 か ら 「心の専
門家」として、臨床心理 士等 をス クールカ ウンセラー として全 国に初 めて配置す るとともに、「ス ク
ールカ ウンセ ラー活用調査研 究委託事業」(以下、「委託事業」とい う。)として、その活用 の在 り方
についての実践研 究を始 めた。 この事業はい じめの深刻化や不登校児童生徒数 の増加 な ど、児童生
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徒 の心の在 り様 と関わる様 々な問題 が生 じていることを背景 として、児童生徒や保護者 の抱 える悩
み を受け止 め、学校 にお けるカ ウンセ リング機能の充実を図るため、臨床 心理 に専門的な知識 ・経
験 を有す る学校外の専門家 を積極 的に活用す るこ とをね らい とした。
その後 、平成18年度 には全国の中学校ではスクール カ ウンセ ラーが4校 に3校 の割合 で派遣 され
てい るよ うに、近年 、スクール カ ウンセ ラーに対す る役割や期待 はますます増大 し、教育委員会や
学校 にとって、その拡充 を求める意見が多 く見 られ る。 しか しなが ら、い じめ、不登校 の問題 をは
じめ として、児童虐待や発達障害な ど特別 な支援 を必要 とす る児童生徒への対応や携 帯電話 、イ ン
タ0ネ ッ トにお ける問題 な ど、スク0ル カ ウンセラー に求め られ ることが多様化 していることか ら、
彼 らの専門性だ けでは対応が困難 なケ0ス が少 な くない。
ところで、 日本の初等 中等教 育現場 に配置 されてい る心理の専門家 は 「スクールカ ウンセ ラー」
とい う名称 を用いているのが一般 的であるが、その養成や役割等については、む しろ米国の心理の
専 門家であるschoolpsychologist等を参考 に してきた経緯 がある。米 国のschoolcounselorとschool
psychologistとでは職業分野 も役割 も異 なるものであ り、当然、養成課程 において も、その違 いは明
確 である。つ ま り、 日本 ではスクールカ ウンセ ラーの役割 が明確 に されないままに、その名称 を用
いて導入 され てきた ことは否めず 、現在においても、そのこ とが整理 されずに混 同 した議論 が展開
されている場合が少 な くない。 そのため、学校現場の教職員が抱 くスク0ル カ ウンセ ラ0の 役割等
へ の認識 が学校現場のニーズ との乖離 につなが り、ひいては教職員 とスクール カ ウンセ ラ0と の協
働 に結びつかない ことであるとも考 え られ る。
本稿 では、 日米の初等 中等教 育の学校現場 に心理の専門家が配置 された経緯等 を歴 史的に概観 す
る とともに、心理の専門家 の養成課程 、勤務形態、役割等 を 日米比較 の観 点か ら整理す る。そ して、
我 が国のスク0ル カ ウンセ ラ0が 学校組織 において十分 に機能 され るために、スクール カ ウンセ ラ
ー の養成課程 における課題 を明確 に し、今後 の必要な視点 を問題提起す る。特 に、ス クール カ ウン
セ ラ0と 学校 の教職員 との協働 とい う観 点か らカ リキュラム上の必要 な視点を問題提起す るこ とは、
管見の限 り、先行研 究で示 されていないため、社会的な意義は十分 にあると考 える。
1日 本 の ス クー ル カ ウ ンセ リング と米 国 のschoolcounselingの歴史 的経 緯
ここでは、 日本のスクールカ ウンセ リング と米国のschoolcounselingが学校現場 に配置 された歴
史的経緯 について整理 してみたい。 まず初 めに 日本 よ りも長い歴 史がある米国の経緯について、そ
の次 に 日本 について、それぞれ概観 し対比を試みたい。
(1)米国 のschoolcounselingの歴 史 的経 緯
米 国 に つ い ては 、西 山(2008)がschoolcounselingの歴 史 を1920年代 か ら現在 ま での約90年間 を整
理 して 、大 き く3つ の 時代 に分類 してい る(1)。以 下 、筆 者 が一 部修 正 した もの を紹 介 す る。(なお 、
引用 につ い て は、本 稿 の趣 旨に よ り、 「(スクー ル)カ ウンセ ラ0」、 「カ ウ ンセ リン グ」等 のカ タカ
ナ 表 記 を 、英 語 に直 した。)
① 第1の 時代(単 にschoolcounselorが配 置 され た だ けの 時代)1920年 ～1930年代 前 半
米 国 で のcounselingは、進 路 や 職 業選 択 のア ドバ イ ス と して のguidanceの必 要性 が 高 ま っ てい た
こ とか ら、1920年代 に教 師 が 生徒 の進 路相 談 を受 け る形 態 でそ の活 動 が始 ま っ た と され て い る。 そ
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の後1930年代 前 半 に は 、schoolcounselorの役 割 に対 す る方 向性 や 統 一性 が見 えな い こ とか ら、方針
が見 直 され る よ うに な った 。
② 第2の 時代(schoolcounselorの職 務 内容 が 明確 化 され た 時代)1930年代 後 半 ～1960年代
1930年代 後 半 に は、 生徒 の 内 面 に働 きか け る組 織 的 な枠 組 み が提 唱 され るが 、schoolcounseling
は 誰 に で も で き る 二 次 的 な職 務 で あ る と され 、 様 々 な 事 柄 を 無 計 画 に 受 け 持 っ こ とがschool
counselorの役 割 で あっ た。 そ の後1940年代 に は 、第1の 時代 で のcounseling内容 の流 れ か ら、職 業
教 育 法 が成 立 され るが 、そ れ 以 上 に生 活 指導 面 に比 重 が傾 い て い っ た。 そ して 、1950年代 か ら1960
年 代 ま で に専 任 のcounselorが配 置 され る と と もに、guidanceの6つの要 素 で あ る 「方 向づ け」、 「把
握 」、 「情報 」、 「相 談 」、 「配 置 」、 「振 り返 り」 が整 理 され た と され て い る。
③ 第3の 時代(包括的 ・主体的なプ ログラム化 が進 め られた時代)1970年代 か ら現在 まで
1970年代 か らは、発 達段 階 に配 慮 したguidance&counselingのプ ロ グ ラム化 が進 め られ 、そ の 後
(1980年代)、 総 合 的発 達 の視 点 で包 括 的 な プ ロ グ ラム に基 づ い た 実践 が され 、 さ らに、組 織 的 な枠
組 み とguidanceのカ リキ ュ ラム化 が進 め られ てい る。 そ して 、現 在 ま で に、達 成 事 項 や レベ ル も考
慮 した 援 助 が 必 要 と して 、 米 国schoolcounselor協会 で あ るASCA(AmericanSchoo1Counselor
Association)が設 定 され 、counselingの国家 基 準 を提 唱 して い る。
(2)日本のスクールカウンセ リングの歴史的経緯
米国のschoolcounselingの歴 史について、西 山が大き く3つ の時代 に分類 してい るため、 日本の
スク0ル カ ウンセ リングの歴 史について も同様 に筆者 が3つ の時代 に整理 した。
① 第1の 時代(教諭や養護教諭が役割上カ ウンセラー的な機能 を果た していた時代)1945年～
戦後ま もな くの昭和20年代に米 国に学んでガイダ ンス(進路指導)と学校カ ウンセ リングを導入 し
てい る。 ただ し、 「機 能 としてのカ ウンセ リング」であ り、 「制度 としてのカ ウンセ リング」 ではな
かった。 つま り、独 立 した専門家 がスタッフになるのではな く、教諭や養護教諭 が役割 上カ ウンセ
ラー的な機能 を果たす ことを意 味 してお り、職務分掌 としての係 りであった(2)。
② 第2の 時代(教諭や養護教諭がカ ウンセ ラーの役割 との両立に苦慮 した時代)1975年～
非行の第3の ピークである1983年を頂点に、児童 ・生徒 の問題行動 の多発 に対す る教育指導上の
対応 としてスクール カ ウンセ リングが注 目され るよ うになった。 当時は来談者 中心的カ ウンセ リン
グの実践が中心であったが、カ ウンセ リングモデルが 「心理療法 としての治療 的モデル 」に傾斜 し
ていたため、担任や養護教諭 は、 自らの役割 とカ ウンセラ0と しての役割 を両立 させ ることが困難
であった(3)。
③ 第3の 時代(制度 としてのカ ウンセ リングが定着 された時代)1995年～
平成7年 度 に、文部省 がい じめ ・不登校対策 として試行的 にスクールカ ウンセ ラー を配置 した こ
とで、小 ・中 ・高等学校 のス ク0ル カウンセラー として臨床心理 士が起用 され るこ とにな り、教育
現場での臨床心理士の職域が改めて注 目され るよ うになった(4)。
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上記の よ うに、 日本 での歴 史的経緯 を整理 したことで、 日本のスクールカ ウンセ リングは昭和20
年代の 「機能 としてのカ ウンセ リング」か ら60年以上 も蓄積 されてきてい ることが再確認 できる。
制度 として定着す るに至 った平成7年 度か らの 「委託事業」は、実施 当初は各都道府 県の小 中高に
各1名 ずつ 、計3名 が配置 された。 なお、スクールカ ウンセ ラーの配置方式については、①配置校
方式(1つの学校 に常駐す る)② 拠点校方式(拠点校 をべ一スに して、他校へ も訪 問す る)③ 巡回
方式(教育委員会等 に所属 し、各学校 を巡回す る)があるが、調査研 究当初での巡 回方式については、
教員 との情報 の共有が十分 に行 えない、学校 の 日常的な指導、相談活動 との連携 が困難 になるな ど
の理 由で配置校又は拠点校方式 とされた。 その後、平成13年度か らは、文部科学省が これ までの調
査研究事業 か ら 「スクールカ ウンセ ラー活用事業補助 」 として事業 の拡充 をした。 これは各都道府
県 の要請 を踏 まえて、国が全公 立中学校へのスクール カ ウンセ ラーの配置 を 目標 に して、配置 に必
要 な経費の補助(平 成13年度～19年度は必要経費の1/2の補助 、平成20年度 か らは1/3の補助)を 各
都道府 県に行 っている。このよ うな支援 によ り、平成18年度には全国の約1万校 にスクール カ ウンセ
ラーが配置 ・派遣 され るに至った(図1参 照)。
スクール カ ウンセラー が配置 されてい る学校数が年 々増加 している とい うことは、学校へ のカ ウ
ンセ ラーの配置が有効 であると捉 え られ る(5)。しか しなが ら、一方では 「人的 な拡充 によ り、カ ウ
ンセ リングを学んできた経緯や 臨床経験の異 なる多様 な人材が各校 に配置 され るよ うにな り、ス ク
ールカ ウンセ リングを行 う上で、時 として、カ ウンセラー と学校 の問で事例 に対す る意見、見解 の
相違が現れ た り、実際に行われる対応 に学校 間格差が現れ た りす る可能性 が予測 され るよ うになっ







*1平 成7年度～12年度は 「スクールカウンセラー活用調査研究委託事業」→ 国の全額委託事業
*2平 成13年度からは 「スクールカウンセラー活用補助事業」→ 各都道府県及び政令指定都市に対する補助金
日本 の ス ク0ル カ ウンセ リング と米 国 のschoolcounselingが学校 現 場 に配置 され た歴 史 的経 緯 に
つ い て の対 比 か らは 、「日本 の ス ク0ル カ ウンセ リング と米 国 のschoolcounselingは共 に 学校 のす べ
て の児童 生 徒 を対象 に した進 路相 談 か ら始 ま っ てい る。」とい う共通 点 が確 認 で き る。しか しな が ら、
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第1の 時代以降の米国では新 しい理論や技法 が次々に開発 され るな ど、schoolcounselingのアイデ ン
テ ィテ ィを確立 してきたが、 日本 では、スクールカ ウンセ リングについての興 味 ・関心 とともに、
スクール カ ウンセ ラーの需要 も高まってはきてい るものの、ス クールカ ウンセラーの独 自性や特徴
が明確 になってい るとは言い難 い とい う相違点 もある。
2心 理専門職の役割等における日米比較
日米 の 心理 の専 門職 につ い て は 、配 置 の経 緯 以 外 に お い て も相 違 点 が表1よ り確認 で き る。 ま ず
名 称 に つ い て は 、 日本 の ス クー ル カ ウ ンセ ラー に 対 して 、米 国 に はschoolcounselorとschool
psychologist等とい う異 な る職 業 分 野 が あ り、 当然 、役割 も異 な る。
一般 的 に 、米 国 で は生 活 の た め のguidanceや進 路 のguidanceが重 要 な役 目で あ るcounselorに対
して、schoolpsychologistはアセ ス メ ン トや 予 防 、支 援 プ ロ グ ラム等 を とお して、児 童 生徒 の能 力 の
開発 と補 完 、 また 心理 的 な問題 や 障害 へ の援 助 サ ー ビス を行 う役 目が あ る よ うに 、そ れ ぞれ の役割
が 明確 に な って い る(7)。
米 国 のschoolcounselorの役 割 で あ る、学 業 支援 、進 路選 択 に係 る支 援 、そ して個 人 的及 び社 会 的
発 達 支援 な どに関す る助 言 は 、 日本 では 学級 担 任 をは じめ と して 、 中学 ・高等 学 校 で の教 科 担 当者
も含 めて 、 ほ とん ど教 員 が行 っ て い る こ とで あ る。 つ ま り、米 国 で は 日本 の 学級 担任 の役 割 に近 い
こ とをschoolcounselorが行 って い る こ とが 一般 的 で あ り、地 域 に よっ て彼 らはguidancecounselor
やacademiccounselorと呼 ばれ て い る場 合 が あ る。
米 国 のschoolpsychologistにつ い て は、NASP(NationalAssociationofSchoolPsychologists/全米 学
校 心 理 学協 会)が 定 めて い る役 割 の 基 準 に よ る と、(1)児童 生徒 の知 的 能力 、社 会性 、情 緒 的 な機 能
の アセ ス メ ン ト(2)児 童 生徒 の学 習 、認 知 、社 会 的 、情 緒 的発 達 を援助 す る た めの介 入(3)両 親 、
教 師 や そ の他 の関係 者 へ の コ ンサル テ ー シ ョン と連携 ・協働(4)児 童 生徒 、学校 職 員 と両親 のた め
の包 括 的 な介 入 と トレー ニ ン グプ ログ ラム の導 入(5)心 理 学や 教 育 学研 究 を継 続 的 に進 め る、な ど
と学校 に お け るす べ て の児 童 生徒 を対 象 と して、多 角 的 に支 援 ・援 助 す る こ とが求 め られ てい る(8)。
米 国 のschoolpsychologistの養 成 につ いて は 、schoolcounselorの歴 史 よ りも古 く、1890年代 後 半
に米 国 で始 ま った とい われ 、Witmer(ウィ トマ ー)の 学 習 と適応 に 問題 の あ る了 ども につ い て の研 究
が契機 とな っ てい る。 す なわ ち 、心 理 的 な 手法 を活 用 して 、子 ど もの知 的 ・情 緒 的 問題 の診 断 と治
療 に あた るた め に、schoolpsychologistの養 成 が必 要 と され た の で あ り、特 に 心身 に障 害 を持 つ 了 ど
もを対象 と して きた経 緯 が あ る(9)。
一 方 、 日本 のス クール カ ウ ンセ ラー に求 め られ て い る役 割 は 、 い じめや 不登 校 な ど、児 童 生 徒 の
抱 えて い る 問題 を解 決 す るた め の カ ウンセ リン グや 担任 を は じめ とす る教職 員 や 保護 者 に対 す る助
言 ・援 助 で あ る。 つ ま り、 す べ て の児 童 生徒 がカ ウ ンセ リン グ を受 け る機 会 が あ る もの の 、現 実 的
に は、 一部 の児 童 生徒 のみ が 対象 者 とな っ て い る場合 が少 な くな い。 また 、前 述 した 日本 の ス クー
ル カ ウ ンセ リン グの歴 史 的 経緯 にお け る第2の 時 代 以 降 は 、ス ク0ル カ ウ ンセ ラ0の 役 割 は 、主 に
一 部 の児 童 生 徒 の い じめや 不 登校 な どの 問題 へ の対応 や 、障 害 を持 つ 子 どもの学 業 につ い て の問題
につ い て の解 決 をす る こ とで あ る こ とが確 認 で き る。 した が って 、役 割 等 に つ い ては 米 国 のschool
counselorよりはschoolpsychologistに比 重 を置 い て参 考 に して きた の で あ る。
この よ うに、日本 で は 米 国 のschoolcounselorを日本 語 に言 い 換 え た ス クール カ ウンセ ラー とい う
名 称 を用 い て はい る もの の、 そ の役 割 は 米 国 とは異 な っ てい る こ とが確認 で き る。
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表1心 理の専門職の役割等についての日米比較
名 称 採用条件(資格) 職務上の位置づけ
勤 務
形 態 役 割
school ○大学院修士養成課程(3年)修了者 専門職 *常 勤 ・アセ ス メ ン ト
psychologist ・援助のための介入
Oschoolpsychologist認定 試験 合 格 者 ・コ ンサ ル テー シ ョン
と連携 ・協働
米 ・ トレー ニ ン グ プ ロ グ
国 ラムの導入/・研究
schoolcounselor○大学院修士課程修了者 専門職 常 勤 ・学業支援
Oschoolcounselor認定 試 験 合格 者 ・進路選択支援
*教員資格 ・個人的及び社会的発
達支援
ス クール ○ス クール カ ウ ンセ ラー 学校長の監督 非常勤 ・児童生徒へのカウン
カウンセラー (1)日本臨床心理士資格協会の認定に係る臨床心理士 下 セ リング
(2)精神科医
(3)児童生徒の臨床心理に関して高度に専門的な知識及 ・教職員に対する助言
び経験を有し、学校教育法第1条 に規定する大学の学 ・援 助
長、副学長、教授、準教授又は常勤の講師にある者又
はあった者 ・保護者に対する助言









出典 筆者がASCA,NASP,文部科学省等の資料及びデ ラウェア大学大学院での調査 を基 に作成
*米 国にお けるschoolpsychologistの勤務形態及 びschoolcounselorにお ける教員資格の有無等 については、州によっ
て差 がある。
また、 日本 でのスクールカ ウンセ ラ0の 採用条件 を見る と、正規 のスク0ル カ ウンセ ラー とス ク
ールカ ウンセ ラーに準 じる者 とに分 け られ、正規 のス クール カウンセ ラー については、(1)日本臨床
心理士資格協会の認 定に係 る臨床心理士、(2)精神科 医、(3)児童 生徒 の臨床 心理 に関 して高度 に専
門的な知識及び経験を有 し、学校教育法第1条 に規定す る大学の学長 、副学長 、教授 、準教授又は
常勤の講師 にある者又 はあった者 、が採 用条件 とされている。参考 までに、平成18年度 に全 国の都
道府県 に配置 されたス クール カ ウンセ ラーの採用条件別 の人数 はスクールカ ウンセ ラ0が4,593人
でスク0ル カ ウンセラ0に 準ずる者 が1,176人である。なお、ス クール カウンセラー として採用 され
た4,593人(100%)中、それぞれの有資格者 については、臨床心理士が4,458人(97.1%)、精神科医が
70人(1.5%)、大学教員373人(8.1%)である(10)(図2参照)。したがって、 日本 にお けるス ク0ル カ
ウンセ ラーの採用につ いては、臨床心理士が、その多 くを占めているこ とか らも明 らかな ように、







職務 上の位置づけ と勤務形態については、米 国は州 によって多少 の差は見 られ るものの、一般的
にschoolcounselor、schoolpsychologistともに専門職 と位置付け られ てい る。そ して、両者 とも勤務
形態は常勤 の内部職員 として、管理職 を含 めたスタッフ ミーテ ィングへの参加や学校の組織運営等
にも深 く係 わるよ うな地位 である。また、米国のschoolcounselorの採用条件 に教員資格を有す るこ
とを掲げている州 も少 な くない。このよ うに、キャ リアア ップ として教員 か らschoolcounselorに転
職す るケースも多 く見 られ る。
それに対 して、 日本 のスクール カ ウンセラー については、専門家 の非常勤職員 として学校長の監
督下 に置かれ てい る。学校の内部職員 としてではな く、 どち らか とい うと助言者 、協力者 としての
意味合いが強い。また、職員会議等へ も出席せず、また職員室に机 が配置 され ていない場合 も少な
くない。 このよ うに、スクール カ ウンセ ラーの学校への密着度は 日本 と米国 とではかな り異 なるも
のであ る。
現在の 日本 の学校現場では、高度情報化や都 市化 の進展、少子化 の進行な ど社会 が急速に変化 し、
児童生徒 の成長、発達 にかかわる課題 も数 多 くある中で、発達障害、児童虐待 、ネ ッ ト犯罪 な ど、
スクール カ ウンセ ラーに求 められ るものが拡大 されてきてい る。 そのため、スクールカ ウンセ ラ0
以外 にも、スクール ソー シャル ワーカーや地域 コーデ ィネー ターな ど、複数 の専 門家が学校現場に
導入 されている。 この ことか らも、教職員 とスクール カ ウンセ ラーや他の専門家 との役割分担 を明
確 に した組織対応 が よ りいっそ う求 め られ ることにな る。繰 り返 しになるが、特 にス クールカ ウン
セ ラーにつ いては、制度 が発 足 した時 と現在 とでは、スクールカ ウンセ ラーに求 め られているこ と
が大 きく異 なる。具体 的には、平成7年 度 か らの 「委託事業」が開始 された時の認識 が当然 、個別
対応が基本 スタイル であったのであるが、現在 は児童 生徒一人一人 に対 して、きめ細か く対応す る
ためにスクールカ ウンセ ラーに求 め られているニーズが、「教職員 との連携 に よる組織的な支援体制
づ くり」 とい うよ うに大 き く変化 してい る。 このよ うな観点か ら、前述 した よ うに米国のschool
counselorの第3 時代 よ り進 められ てきた包括的 なプ ログラムに基づ き、児童生徒 の能力発達 の
ために教職員 との協働 での実践 とい う方向性 は参考にできる。
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したがって、ス クールカ ウンセ ラー とともに学校の教職員 も、お互いの役割 を明確 に して協力 を
す ることを強 く意識す る必要があるこ とと、スクール カ ウンセ ラーが学校の教職員 と協働 して組織
的な対応 を してい くための養成課程 の見直 しが必要である。つま り、養成課程において、「教職員 と
の協働 な どについての考 え方を学び、その ことを実感 できるよ うな学校現場 での実習の機会が必
要 である。 このよ うに、スクール カ ウンセラー が学校文化 についての意識 を高めることは、教職員
とのコ ミュニケ0シ ョンもよ り活発 にな ることが期待 できる。同様 に教職員 に とって もカ ウンセ リ
ングに対す る意識 が高まることは、スク0ル カ ウンセ ラ0と 教職員 との距離がよ り縮ま ると考 え ら
れ る。 したがって、学校現場を改善 させ るためにも、スクールカ ウンセ ラーの養成課程 か らの改善
が必要である。
3日 本 のス クー ルサ イ コ ロジス トと米 国のschoolpsychologistの養 成課 程 にお ける比較
現状の 日本 のス クールカ ウンセ ラー には、臨床心理士が採用 され てい る割合 が高い ことか ら、本
節では 日本 のスク0ル サイ コロジス トと米国のschoolpsychologistの養成課程 に焦点化 して、比
較 を試 みる ことにする。
まず 、(1)筆者 が平成20年2～3.月 に訪 問調 査 を した 米 国デ ラ ウ ェア大 学 大 学院 のschool
psychologist養成課程 におけるスペシャ リス トプ ログラム(3年)と、(2)日本 での臨床 心理 士及び学
校心理士の養成課程 のカ リキュラム との比較 を試みたい(表2参 照)。
なお、 日本 については、現在 、心理 に関す る資格が多数存在す るが、そのなかで臨床 心理士 と学
校心理士を対象 とした ことにっいては次の ことが主な理 由である。
臨床 心理士 にっいては、前述 したよ うに文部科学省 の 「スクール カ ウンセラー活用事業」 にお け
る 「ス クールカ ウンセ ラー」の資格要件に もなってお り、平成18年度 にス クールカ ウンセラー とし
て採用 され た4,593人中、臨床心理士が4,458人と97.1%の採用率(図2参 照)であること。
また、学校心理士については、5つ の構成学会 と4つ の連携学会 の資格であ り、大学院修士課程
修 了及び同等 の識 見 と専 門的な実務経験があるこ とが資格認定での基準 とされ てい るよ うに、臨床
心理士同様 に大学院修士課程修 了が認定条件 の一つであるこ とと、米 国のschoolpsychologistの養成
課程 を特に参考 に していることか ら比較の対象 とした。
(1)米国
デ ラウェア大学大学院 における、schoolpsychologist養成カ リキュラムについては、NASPが定 め
てい る養成 プログラムを基盤 としてい ることか ら、全米 の標準的なプログラム とほぼ同 じである と
考 え られ るために比較の対象 とした。 この ことについては、NASPの重職 に就 かれてい る同大学院
のProfessorGeorgeBearとの ヒア リングか らも確認 す ることができてい る。表2で は、まずデ ラウ
ェア大学大学院での養成課程3年 目におけ るイ ンター ンシ ップに注 目したい。 この大学での養成課
程(2年 間の講義 、演習を通 して専門性 を深 め、3年 目にイ ンタ0ン シ ップ とい う形態)は、米国で
の標準的なプログラムであるが、1年間を通 して初等 中等教育現場で1200時間もの実習(週5日 フル
タイム)が義務付 け られているこ とは大変示唆に富む こ とである。
この大学院 のschoolpsychologistの養成課程へは、学部で心理学ばか りではな く、教育学を専攻 し
ていた学生 も進学する。そ して、論文 を課せ られない単位修得のみの1年 間の修士課程 を修 了 した
者 が、2年 目にさらなる専門科 目の単位 を修得 した後に、3年 目でイ ンタ0ン シ ップ を行 うとい う
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表2日 本 の ス クー ル サ イ コ ロジス トと米 国 のschoolpsychologistの養 成 課程 の比 較
デラウェア大学大学院 臨床心理士 学校心理士
学校種 大学院 大学院 大学院







・IntroductiontoSchoolPsychology(学校 心 理 学 へ の 導 入)
・SpecialServiceintheschool(学校 に お け る 特 別 援 助)
・CounselingSkillsLaboratory(カウン セ リン グ ス キ ル 研 究)
・lndividualIntelligenceTesting(個別 知 能 検 査)
・ApPliedHumanDevelopment(発達 援 助)
Winter(冬学 期)
・ClassroomManagementandDiscipline(学級 経 営 とし つ け)
・EducationDiagnosis(教育 診 断)
Spring(春学 期)
・EducationalStatisticsandMeasurement(教育 統 計 と測 定)
・PracticuminSchoolPsychology(学校 心 理 学 実 習)
・PsychologicalAssessmentofChildren(児童 の 心 理 ア セ ス メン ト)
・InstructingElementary/MiddleSchoolerswithMild
Disabilities(小中 学 校 の 軽 度 障 害 者 へ の 指 導)






























と 心 理 に 関
す る科 目
・生徒指導 ・進















(上級 カ ウン セ リン グ テ ク ニ ック)
・PracticuminSchoolPsychology(学校 心 理 学 実 習)
・ChildhoodPsychopathology(児童 精 神 医 学)
・AppliedStatisticsandResearchDesign
(応用 統 計 学 と研 究 デ ザ イ ン)
Spring(春学 期)
・ConsultationandIntervention(コン サ ル テ0シ ョン と介 入)
・PracticuminSchoolPsychology(学校 心 理 学 実 習)
・School-BasedFamilyIssuesandInterventions
(家族 問 題 と介 入)
・ChildNeuropsychology(児童 神 経 心 理 学)
【ThirdYear】(3年次)













*1一 般的 に大学院修士(MA)+1年の現場実習でスペシャ リス トレベル とされてお り、 さらにも う1年 のカ リキュラム
で博 士(Dr)レベル とされるため、デ ラウェア大学院のカ リキュラムはDrレベルである。NASPではschool
psychologistはスペシャ リス トレベル以上が必要で あるとしてい る。
*2第1種 指定大学院 に限定。
*3養 成課程では実習な し。 ただ し、認 定には、1年 以上の学校 心理学に関す る専門的実務経験が必要。
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カ リキ ュラム となっていることか らも、研 究者養成ではな く、実践 的な専門職養成の修 士課程であ
るこ とが確認 できる。 したがって、 「schoolcounselorとして、学校 内で児童 生徒 に対 して どのよ う
に支援ができるのか」、 「教員を含 めた他 のスタ ッフとどのよ うに協働 をすべきか」 とい うことを中
心 に学ぶのである。つ ま り、心理 の専門家であって も、学校のスタ ッフの一人 であ り、学校 内にお
いて業務 を円滑 に遂行す るためには、教職員 との連携 は不可欠である。
ところで、同校 のインタ0ン シ ップでは、週20時間で 日本 円に して月 に平均約15万円の手 当が得
られ るとい う。イ ンター ンの学生が手 当を得 られ るとい うこ とは単なる実習の域 を超 えて、当人の
仕事 に対す るモチベ0シ ョンを高める とともに、次年度以降にschoolpsychologistとして学校 に正規
採用 された際に、学校現場 にも違和感な く、着任 当初か ら専門スタ ッフ としての力 を発揮 できるも
の と思われ る。また、養成課程1年 目と2年 目の科 目 「PracticuminSchoolPsychology」では、毎週
2回、学校現場(小 ・中 ・高)へ訪 問実習 をし、ス0パ0ビ ジ ョンも受 け られ るとい う。 さらに、1
年 目の科 目 「ClassroomManagementandDiscipline」に も見 られ るよ うに、心理 の専 門科 目ばか りで
な く、学級経営的な視点 も取 り入れ てい ることも大 きな特徴であ る。
(2)日本
一方、 日本 での臨床心理士については、現在 、 日本 臨床心理士資格認定協会 の指定 を受 けた大学
院修士課程 の修了が必須 となっているため、第1種 指定大学院(大学院修士課程修 了後に臨床心理士
試験の受験資格が得 られ る)に限定 して、概観 してみ たい。
大学院での養成課程 は2年 間 と、デ ラウェア大学大学院 に比べてイ ンター ンシ ップがない分年数
が1年 間短 い。また実習 については、必ず しも初等 中等教育の学校現場 に限定 されてはいない。第
1種指定大学院の条件 は付属の教育相談室が併設 されていることであるため、多 くの場合 はそ こで
の相談実習 が週 に何 回か行われてお り、大学によっては医療機 関での2～3か 月 間の実習 も併せて
義務づけ られてい る場合 もある。 また、実習 は修士課程 の2年 目が中心であ ることが多いため、修
士論文の執筆 と平行 して行 うことになる。 つま り、デ ラウェア大学大学院の養成カ リキュラムに比
べ る と、学校現場におけるサイ コロジス トの養成 としては、必ず しも実践的である とは言 い難い。
このことは、元来、臨床心理士が学校現場に特定 した専門家ではないこ とか ら当然の ことではある
のだが、将来、学校現場 での仕事 を希望 している者 に対 しては、そ こでの実習 も可能なカ リキュラ
ムに拡充 され ることや 、も しくは コ0ス 制を設 けることな ども検討 の余地がある。
次 に、学校心理士の養成課程 についてであるが、学校心理士はその名の通 り、学校 をフィール ド
に して活動す る専門家 であ り、教職員免許状 を有 している学校の教諭、養護教諭等 も資格 を取得す
るこ とが少 な くない。 そのため、学校現場の事情 にも精通 してお り、資格認 定に義務づけ られてい
るケース レポー トも大学院修 士課程への入 学以前の ものでも認 め られ てい る。 しか しなが ら、養成
課程の途 中ではスーパーバイズ され るよ うな実践的な実習 がない ことが現実である。つま り、理論
習得 と実践 との時間的ギャ ップが生 じてい ることは否 めない。 この ことか ら、 日本の学校現場 にお
ける心理 専門職の養成課程での今後 の課題 としては、米 国(デラ ウェア大学大学院)のカ リキュラム
と同 じとまではいかないまで も、ある期間、集 中 した学校現場での実習が必要 である。
さらに、 もうひ とつ の重要な問題 として、現職教員 の専 門性 向上のための大学院修学休業制度や
現職教員 大学院派遣研修制度等を活用 して、大学院で臨床心理士や学校心理 士等 の資格 を取得 した
後 に学校現場 に復帰 した教員が必ず しもその専 門性 を活 かせ るポジシ ョンに就 いていない とい う現
状 が見 られ る。 したがって、今後 は専門的な知見 を有す る教職員 は、都道府 県又 は地域 において、
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専 門分野に関す る研修 を充実 させ る役割 と学校現場でのスクール カ ウンセ ラー と教職員及 び保護者
とのコーデ ィネーター としての役割 がいっそ う期待 され る。
おわ りに=我 が国のスクールカウンセラー養成における必要な視点
本稿 では、日本 のス クール カ ウンセ ラー と米国のschoolcounselorの配置の経緯 を歴史的に概観 す
る とともに、米国のschoolpsychologistを含 めた養成課程、勤務形態、役割等の比較 を通 して、その
課題 とともに今後の我 が国のスクールカ ウンセ ラーの養成課程において、必要な視点 を明確 にす る
ことをね らい とした。
比較を通 して、 日本 のスクール カ ウンセラー の職務 内容 を含めた今後の方向性 について整理す る
ことができた。特に現在 の 日本 のスクール カ ウンセ ラ0の 養成課程 においては、学校のみな らず、
病院、施設 な どと幅広 いフィール ドで対応 できるカ リキュラムであるこ とか ら(表2参照)、実際の
学校現場で求 め られているス クールカ ウンセラーの専門性 とは乖離 してい ることが考 えられ る。 し
たがって、米 国のカ リキュラムの趣 旨である、「教職員 と連携 をす ることの必要性 をまず第一 に学ぶ
とともに、教育 にかかわる専門知識 を得 る必要 があるとい う」 ことは大変参考 にできる。 また、米
国の学校現場 では、様 々な心理 の専 門家 を含 めたス タッフの役割分担 が明確 であることも参考 にす
べ きことである。
この ことか ら、今後 の我が国にお ける心理 の専門家の養成課程 においては、学校組織 にお けるス
ク0ル カ ウンセ ラ0が 学校組織 において十分 に機能 され るために、次 の2点 を提案 したい。
(1)養成課程 において、 「学校経営」等 に関す る科 目も重視す る
(2)学校現場での実習 の機会 を保障す る
(1)については、現在 、 日本の小学校、 中学校、高等学校 では、児童生徒に対 して、個 々の教職員
の対応 だけでは解決 できない よ うな今 日的な課題があま りにも多 く見 られ、同様 に、スクールカ ウ
ンセ ラーの専 門性 だけでは対応 が困難なケースもた くさんあることは前述 した とお りである。 この
よ うな現況 の中で、スクールカ ウンセ ラ0が 学校内で十分 に機 能 され るためには、組織 にお ける役
割 の明確化 とい うことが、米国の養成課程 か ら示唆 を得 られた ことである。 もちろん、常勤職であ
る米国 と非常勤職 の 日本 とい うよ うに、勤務形態が異なるこ とではあるが、米 国の養成課程 で大前
提 に している 「組織 の中の一員 であるス クールカ ウンセラー として、児童生徒 を援助す るために、
どのよ うにその役割 を担 うことができるのか」 とい うことは大変重要 な視点である。っま り、単な
る相談業務 のみな らず 、学校 の課題 を明確 にす る とともに、教職員へ の積極 的な働 きかけ と教職員
と協働 した活動が必要 であるため、養成課程 においては、その ことを強 く意識 した学校経営等の視
点 を持った科 目を必修 にす る必要 がある。すでに、NPO日本教育カ ウンセ ラー協会 における養成の
標準カ リキュラムでは学校経営やマネ ジメ ン トに着 目してい るが、それは、上級カ ウンセラー養成
カ リキュラムのみであるた め、初級及び 中級 のカ リキュラムにおいても、そのよ うな科 目の導入が
望 まれ る。
(2)については、米 国デ ラウェア大学大学院の養成課程3年 目におけるイ ンター ンシップでは、校
内ケ0ス 会議でschoolpsychologistであるイ ンター ン生 が議長 の役割 を担い、コ0デ ィネ0タ0役 と
なっているよ うに、教職員 を含 めた様々な専門家 と協働 を し、また問題解 決 よ りも、む しろ未然防
止 に重点を置 くよ うになっている ことも特徴 的である。 日本で も非 常勤のスク0ル カ ウンセ ラーの
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勤務 日に合 わせてケース会議 等を開催 し、チー ム としての支援 をしたこ とで個 々の教職員 の抱 え込
み を防ぎ、問題 を解決 できた事例 が少な くない。 しか しなが ら、 このよ うな事例 は、 どち らか とい
うと、ベ テランのスクールカ ウンセ ラーや その勤務校 にお ける経験 が長いスクールカ ウンセ ラーで
ある場合 が多い よ うである。 したがって、1年 間のイ ンター ンを経験 した後に、正式に採用 された
時点か ら即戦力 としてその任務 を こな している米国の よ うに、大学院 を修了 したばか りで学校現場
での勤務経験 がない者 でも、1年 目か ら即戦力 とな るためには、養成課程における学校現場実習の
機会 を保 障す ることが必要である。
本稿 では、 日米の心理 の専門家 の職務内容等 について整理 をす ることができ、今後の方 向性 を明
確 にす ることができた点 は意義深 い と考 える。 しか しなが ら、 この ことは 日本 での管理職 を含 めた
教職員側 の視点 にたった考察であ り、ス クールカ ウンセラー 自身や大学院での養成 にかかわるス タ
ッフ等の声 まで反映 された ものではな く、提案 した養成課程 については、現場実習等の具体的な在
り方 にまでは言及できてはいない。 したがって、今後は、この よ うな課題 についての研 究が進展す
る とともに、実証的研究 による分析 ・考察にまで深め られ ることを期待 したい。
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学校 で75.0%といずれ も高い割合の回答結果が見 られ る。
(6)同上書 参考資料p.30.




ウィ トマー(Witmer,1907)は自分の研究 に基づ いて、①児童 の精神発達 の研究、②心身に障害をもつ児童 のた めの












6八 並光俊 「サポー トチームによるい じめへの取組 と組織的な予 防」『生徒指導学会機関紙第7号』p.p.24-33.2008
7八 並光俊 ・國分康孝編集 「新生徒指導ガイ ド 開発 ・予防 ・解決的 な教育モデル による発達援助』 図書文化2008
8柘 植 雅義 「中等教育段階 における特別支援教育の取 り組むべき課題」『中等教育資料』p.p.18-23.2008
9野 添絹子 「学習障害児のための才能教育に関す る考察」『アメ リカ教育学会紀要』第18号p.p.41-53.2007
10氏 原寛 「カ ウンセ リングマイン ド再考 スーパー ビィジ ョンの経験か ら」金剛 出版2006
11高 原晋一 「アメ リカのスクールカ ウンセ リング」ほんの森出版2006
12渡 辺三枝子編著 「オーガニゼー シ ョナル ・カ ウンセ リング序説 一組織 と個人 のた めのカ ウンセラーをめざして一」ナ
カニシヤ 出版2005
13渡 辺三枝子 「学校に生 かすカ ウンセ リング[第2版]一 学びの関係調整 とその援助 一」ナカニシヤ出版2004
14仙 崎武/渡辺三枝子編 「ガイ ダンスカ ウンセ リングで学校を変 える」 教育開発研究所2004
15連 合資格 「学校心理士」資格認定運 営機i構学校心理士資格認定委員会 「学校心理士 と学校心理学」北大路書房2004
16連 合資格 「学校 心理士」資格認定運営機構 学校心理士資格認 定委員会(2003)「第4回 学校 心理士海外研修報告 『ア
メリカのスクールサイ コロジス トの働 き一デ ラウェア州での学校視察か ら一』」
17吉 田茂昭 「問題行動生徒へのチーム援助 の教育効果 に関す る研究」兵庫教 育大学大学院修士論文2003
18今 川 峰子 「アメ リカにおけるスクールカ ウンセ ラーの役割 と養成について」『岐阜聖徳学園大学教育学部実践科学研
究センター紀要(1)』2001
19渡 辺三枝子 「新版カ ウンセ リング心理 学 一 カウンセ ラー の専門性 と責任性一」 ナカニシヤ出版2002
20塩 見邦雄編 「スクールカ ウンセ リング ー その理論 と実践一」ナカニシヤ出版2001
21日 本教育心理学会学校心理 士資格認定委員会 「スクールサイコロジス トの機i能と役割」1999
22石 隈利紀 「学校心理学 一教師 ・スクール カウンセ ラー ・保護者 のチームに よる心理教育的援助サー ビス」誠信書房
1999
23渡 辺三枝子 「カ ウンセ リング心理学」 ナカニシヤ出版1996
24国 立教育政策研究所 生徒指導研究セ ンター 生徒指導資料 第3集 「規範意識 をは ぐくむ生徒指導体制 一小学校 ・
中学校 ・高等学校 の実践事例22から学ぶ一」東洋館 出版社(2008)
25文 部科学省 教育相談等 に関す る調査研究協力者会議(2008)
「児童生徒 の教育相談の充実 について 一生 き生き とした子 どもを育て る相談体制づ くり一(中 間ま とめ)」
26文 部科学省 教育相談等 に関す る調査研究協力者会議(2007)
「児童生徒 の教育相談の充実について 一生 き生き とした子 どもを育て る相談体制づ くり一(報告)」
27国 立教育政策研 究所 生徒指導研究セ ンター
生徒指導資料 第2集 「不登校 への対応 と学校 の取組 について」ぎ ょうせい(2004)
28日 本 臨床心理士会http://㎜v.jsccp.jp/
29財 団法人 日本臨床心理士 資格認定協会http://ww4.ocn.ne.jp/～jcbcp/contents.html
30学 会連合資格 学校心理士認定運営機構http://ww.gakkoushinrishi.jp/index.html
181
31NPO日 本 教 育 カ ウ ン セ ラ ー 協 会 「教 育 カ ウ ン セ ラ ー の 認 定 」http://ww.jeca.gr.jp/authorize/authorize.htm
参 考 資 料
1文 部科学省初等中等教育局長、生涯学習政策局長、スポーツ ・青少年局長通知(平成13.4.13)
「少年の問題行動等への対応のための総合的な取組の推進について(通知)」
2文 部科学省初等中等教育局長通知(平成15.7.22)
「児童生徒の問題行動等への対応の在 り方に関する点検について(通知)」
3文 部科学省初等中等教育局児童生徒課長通知(平成18.6.5)
「児童生徒の規範意識の醸成に向けた生徒指導の充実について(通知)」
(受理 日:平成21年3月4日)
182
